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親子ネット総会プログラム 

 

2013 年 6 月 8 日 

足立区生涯学習センター講堂 

 
 

１． 資格審査 （10:30～10:35） 

 

２． 議長選出 （10:35～10:40） 

 

３． 2012 年度活動報告 （10:40～11:20） 

代表（神部）/広報・渉外（平田）/総務（飯田）/企画（印旛）/

システム管理（平久保）/編集（鈴木）/国内ネットワーク（村松）

/祖父母の会（中西） 

 

４． 2012 年度決算報告 （11:20～11:30） 

 

５． 2012 年度決算監査報告 （11:30～11:35） 

 

６． 規約の改訂 （11:35～12:00） 

 

７． 2013 年度役員の推薦 （12:00～12:15） 

 

８． 2013 年度活動方針案 （12:15～12:20） 

 

９． 2013 年度予算案 （12:20～12:30） 
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３． 2012 年度活動報告 

①代表（神部） 
今年度一番大きかったことはやはり政権交代があったことだと思います。待

ち望んでいた「ハーグ条約」への加盟案が５月２２日、参院本会議で全会一致

で承認されました。 
これも会員の皆さまが根気よく国会陳情などにお出かけ下さったからだと思

います。皆さまここからがスタートです。国内の連れ去り問題解決の大きな一

歩だと思っています。 
また、新聞テレビなどのマスコミの取材や記事はここでは紹介しきれないほ

どでございますので、詳しくは親子ネットホームページをご覧下さい。 

 
その他、定例会、運営委員会を毎月行い、みなさんと顔を合せて情報交換が

出来たのがよかったと思います。 

 
 
②広報・渉外（平田） 

ハーグ条約の加盟、国内法の制定を求めて国会議員の方々への陳情活動を地

道に推進して参りました。2012 年はハーグ条約加盟に向けての政府法案が出さ

れるも、実際には国会での進捗がなかなか見られない試練の時期が続きました。

衆議院選挙以降、そして 2013 年の国会ではハーグ条約も一気に進捗を感じるこ

とが出来ました。新たに議員になられた先生方への国内の状況の説明も重要な

一歩となり、そんな事がこの日本で起きているのかと驚かれることも多々あり

ました。 

ハーグ条約への加盟が実現すれば、次は国内の問題に光が差すと信じて活動

を続けていますが、その時期が近付きつつあると思います。私たちは信頼する

先生方を愚直に信じて、一歩一歩前進していきたいと考えています。そのため

に全国の様々な団体の方々と協調しながら今後とも前に進み、一方で意見の異

なる団体の批判はしないという戒めを持ちながら活動していきたいと思います。 

 

マスコミの方々がこの問題を取り上げてくれることもとても多くなり、国内

外のメディアからの取材に積極的に対応して参りました。それがダイレクトに

取り上げられるケースと、そうでないケースがありますが、私たちは優しい母

親、父親、おじいちゃん、おばあちゃんであるということを理解いただければ

前進であり、その過程の中でマスコミの方々が親子を切り離す日本の状況に切

り込んでいただければ本当に感謝に値すると考えています。親子が切り離され

ない世の中を実現するには、この根深い問題を世の中の方々に広く知っていた

だくことが大切であり、マスコミの方々への感謝は忘れてはならないと考えて

います。 
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③組織（飯田） 

2012 年度は佐々木、秋庭、山崎、橋本、飯田が総務を担当し、定例会、懇親

会、運営委員会、総会の会場手配、議事録作成、および一般会員へのイベント

通知、お問い合わせ対応等を分担して行いました。 

2012 年度の親子ネットイベント実施実績は以下の通りです。 

 

開催日 内容 

2012/9/9 第３８回運営委員会 

2012/10/6 第３０回定例会 

2012/10/20 第３９回運営委員会 

2012/11/3 第３１回定例会 

2012/11/17 第４０回運営委員会 

2012/12/1 第３２回定例会 

2012/12/15 第４１回運営委員会 

2013/1/12 第３３回定例会 

2013/1/19 第４２回運営委員会 

2013/2/2 第３４回定例会 

2013/2/16 第４３回運営委員会 

2013/3/9 講演会 

2013/3/16 第４４回運営委員会 

2013/4/6 第３５回定例会 

2013/4/20 第４５回運営委員会 

2013/5/11 第３６回定例会 

2013/5/18 第４６回運営委員会 

2013/6/8 総会 

 

 

定例会会場の予約で毎回苦労することも

多かったのですが、参加者は毎回３０名ほ

どを数え、活発な情報交換やビデオ上映会、

マスコミ記事の紹介などを行ないました。 

 また親子ネットホームページのお問合せ

窓口を通して、会員・非会員の方々から計

43 件（2013 年 6 月 1 日現在、一部重複し

たものを除く）のお問い合わせをいただき

ました。深刻な現状を報告される内容のも

のも多く、毎回当番の運営委員がなるべく

迅速に、なるべく丁寧に、を心がけて対応

にあたりました。 
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④企画（印旛） 

2012 年度の活動 

企画 （印旛・渡辺・大谷） 

 

1. 活動内容 

① 2012 年総会後勉強会での資料の公表 

2012 年 9 月 1 日に開催された，会えない当事者の事例報告勉強会「どうし

たらいいの？こんなとき」で作成・使用した資料を一般向けに編集し，HP 上

で公開しました。 

② 講演会の開催 

  2013 年 3 月 9 日に，後藤富士子弁護士を講師としてお招きし，科学技術館

第 1 会議室において「別居・離婚と共同子育て」勉強会を開催しました。約

80 名が参加し，活発な討論を行うと共に，「別居中・離婚後の共同子育てを奨

励する法運用を求めるアピール」を採択し，親子ネットおよび関西・長野・

北陸・沖縄・栃木・静岡の各支部と連名で HP 上に公表しました。 

③ 2013 年総会後勉強会の企画サポート 

  2013 年 6 月 8 日の総会後に開催予定の勉強会について，主題の設定，講師

および講演内容の選定，討論内容の選定等の企画をサポートしています。 

④ KIMIDORI リボンプロジェクトへのサポート 

  KIMIDORI リボンの提案者として，プロジェクト代表の野村さんへの支援を

継続しました。 

2. 今後の方針 

  当事者の結束と，マスコミや社会へのアピールを兼ねて，講演会は継続す

べきと考えます。特に，ハーグ条約の批准と関連法の制定後に向けて，共同

養育社会の浸透を目指す企画を重視する必要があると考えます。2013 年の担

当運営委員の活動に期待します。 

 

 

⑤システム管理（平久保） 

１.会員管理 

 会員の皆様へ発送物を送る為の住所管理を行いました。 

 現在会員数 418 名（2013/05/30 現在） うち、2012 年度は、71 名の入会がありました。 

 

２.ホームページ管理 

 ホームページの情報更新作業を行いました。 

 2011 年度は一日平均、約 130 件のアクセスがありましたが、2012 年度後半には、1 日平

均、約 200 件までアクセス数が増えました。 

 昨年度に引き続き、入会者の 9 割以上がホームページからの入会となっております。 

 また、海外からのアクセスも増えてきております。 
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（参考資料：2010 年からのアクセス数推移） 

 

 

（参考資料：2012 年度地区別アクセス数） 

 

 
（参考資料：2012 年度国別アクセス数） 

 

 

⑥編集（鈴木） 

・2012 年度に発行した会報は以下の通りです。 

「引き離し 25 号」2012/10/14 発行 

「引き離し 26 号」2013/1/19 発行 

「引き離し 27 号」2013/4/27 発行 

・ 2012 年度も、「会報を紙に印刷し会員の皆様へ送付する」手法は守ってまい

りましたが、現在、会報送付数は有識者も含め 350 部にのぼり、緑色の用紙
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や封筒の準備・運搬においても編集員の負担が重く、2012 年度は、発行間隔

を 3ヶ月に一度のペースにさせていただきました。これにより、隔月発行だ

った頃に比べ負担は軽減しました。 

・ メーリングリストに会報の封入・発送作業のお手伝いをお願いするメールを

送信することが恒例となり、定例会でお見かけしなくなった懐かしい会員の

方も駆けつけてくださるなど、飯田橋ボランティアセンターでの印刷、封入、

発送作業は、当事者同窓会であったり、当事者同士の情報交換の場としても

役立っているように感じます。 

・ 隔月発行していた頃は、編集責任者として、タイムリーであることと、読み

物として興味深いものという両方の比重が等しかったのですが、3 ヶ月に一

度のペースになると、少しその比重は読み物として興味深いものに傾いた感

があります。26 号から始めた「あなたに会いたくて」は、そんな中から生ま

れた企画です。今後も、親子ネットという団体の実態と活動の足跡を示すツ

ールとして定期的、継続的に会報を発行していきたいと思います。 

 

 

⑦国内ネットワーク（村松） 

国内ネットワーク担当として、デモ参加、キミドリリボン桜木町、親子ネッ

ト関西岸和田などに参加しました。懇親会等は流れがあればまず参加します。 

各他団体の方々は、やはり親子ネットの参加(顔見せ)を気にして要るように

感じます。中部共同親権の会、親子ネット長野、親子ネット関西、等の他団体

と相互協力支援することは、特によき理解者を生む上でも必要かと感じました。

これらの他団体とイベントなどで行動を共にして、連帯感を共有する事が大切

で在ろうと思います。 

また、私の地元静岡で親子ネット会員の話を聞く機会が有りました。 

『親子ネットの活動は、中央集権的に観られる。意識は無いで在ろうが、知ら

ず知らず会の雰囲気として伝わって来る。中央の利点を活かした活動を期待し

ながら、地方にも目を向けた活動を伸ばして貰いたい。』 

との貴重なご意見をいただいております。来期の活動に活かしていっていただ

ければと思います。 

 

 

⑧祖父母の会（中西） 

（祖父母の活動報告） 

本年は祖父母の方からの問い合わせはあったものの、入会されるまでには至

りませんでした。なかなか声を上げられず、悶々とされている多くの祖父母の

方々の為にも、ものがいえる立場にある私達会員の祖父母が、力をあわせて孫

に逢わせて欲しいと、世間に訴え続けていきたいと思います。そして同時に、

我が子に会えなくて悲嘆にくれてる息子や娘たちの、支援をしていかなければ
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と考えています。 

 

 活動報告とは、少しはずれますが、ご存知の方もおられると思います。祖父

母が重要な役割を、担っていたという 5 月 10 日及び 19 日付の朝日新聞の記事

を紹介させて頂きます。 

 (横浜・あいりちゃん事件)といわれ、昨年 7月 22 日に、当時６歳だったあい

りちゃんは、母親とその同棲相手から暴行を受け死亡しました。 

 ５歳までは母親の祖父母の元で、平穏に暮らしていましたが、母親が引き取

り、育て始めました。これが悲劇の始まりでした。母親の無軌道で所有欲の強

さに、回りの関係者は誰も止められなかったのが悔やまれます。 

 実の父親は、どうしていたのか気になるところですが、記事には触れられて

いませんので、事実関係は不明です。あいりちゃんは、おじいちゃんやおばあ

ちゃんのところに帰りたいと訴えたそうです。そのつど暴行を繰り返されまし

た。母親とその祖父母とは不仲だったそうです。 

 母親はあいりちゃんとその妹の３人で、携帯電話サイトで知り合った男性宅

を転々としました。あいりちゃんは就学前だったので、住民票を移した先で、

入学手続きをしなければいけなかったのですが、手続きもせず放置したままで

した。関係者は、住所に何度も訪ねましたが会えませんでした。次に転居した

場所では、以前の情報が引き継がれず、追跡調査も中断されました。各市の縦

割り行政の悪弊が露呈したようで、貴重な情報が共有されずに、あいりちゃん

を救う道筋が途絶えました。 

 現在母親と同棲相手は、傷害致死容疑で再逮捕されています。 

 

 今回の事件の教訓としては、、子供にとって誰と暮らすのが、健全で幸せに過

ごせるのかが、するどく問われています。 

 

中西アイ子 
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４． 2012 年度決算報告 
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５． 2012 年度決算監査報告 
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親子の面会交流を実現する全国ネットワーク規約 

第1章 総則 
 

第1条 本会は親子の面会交流を実現する全国ネットワークと称する。 

第2条 本会は別居または離婚後の親子が自然に会える社会づくりを目的とする。 

第3条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

１．総会、例会、運営委員会など各種会合の開催。 

２．親子の交流を促進する法律の制定を実現する事業。 

３．会報『引き離し』の定期的発行。 

４．国内および海外の関連団体との連絡および協力。 

５．正当な理由無く引き離された親子に対する支援。 

６．公開勉強会、講演会、宣伝活動などの開催。 

７．別居または離婚後の親子の現状に関する事例集や資料集の作成と普及。 

８．その他本会の目的達成に必要と認められた事業。 

第4条 本会の事務局は東京都渋谷区におく。 

第5条 本会には、個々の課題に応じた、委員会、分科会、審議会などを設けることが 

出来る。 

第6条 この規約の実行に必要な細則は運営委員会の決議によって定める。 

 

第2章 会員、賛助員、および顧問 
 

第7条 会員は、個人加入とし、別居または離婚により自然に会うことのできない、または 

できなかった、親子とその家族とする。 

第8条 本会の目的に賛同してその事業を援助する個人または団体は、本会の賛助員と 

なることができる。賛助員は、賛助金を毎年納め、会報の配布を受けるものとする。 

第9条 本会は、その事業を行う上で必要がある場合は運営委員会の決議により顧問 

をおくことができる。 

第10条 本会の会員または賛助員になろうとするものは、入会を申込み、運営委員会 

の承認を得なければならない。入会を認められたものは、入会金を納めるものとする。 

第11条 会員は第6章に記された会費を前納しなければならない。 

第12条 会員は次の権利をもつ。 

１．本会の会報の配布をうけること。 

２．本会の催す企画に参加し、本会作成の情報や資料を閲覧すること。 

３．本会の運営に参加し、意見を述べること、または提案すること。 

４．本会の役員を選出し、または役員として選出されること。 

５．本会の日常的な情報交換の場に参加すること。 

第13条 会員または賛助員は運営委員会に届け出て退会することができる。 

第14条 会費を滞納した会員は、第12 条の会員の権利を停止され、また、運営委員会 

において除籍措置を受けることがある。また会費滞納が3年に及んだ会員は退会した 

６． 規約の改訂 
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ものとみなすことができる。 

第15条 退会に際しては、入会金および既納会費を返却しない。 

第16条 会員は次の行為を行ってはならない。 

１．本会を不正目的、営利目的として利用する行為。 

２．本会または会員を誹謗中傷し、名誉や信用を毀損する行為。 

３．実在または架空の第三者になりすまして当会を利用する行為。 

４．会員の同意なく会員の個人情報を収集し利用する行為。 

５．その他、当会の活動を妨げ、当会の信用を毀損する行為。 

第17条 前条に該当する行為があった場合、運営委員会、定例会、および総会によっ 

て、その行為を行った会員は、権利を停止、あるいは除名されることがある。 

第18条 前条の手続きに関して、運営委員会は、3名以上からなる調査委員会を設置 

し、事実関係の客観的な把握と、当事者からの弁明の機会を設けなければならない。 

 

第3章 役員および委員会 
 

第19条 本会には次の役員をおく 

代表 １名 

副代表 １から２名 

運営委員 ５名以上 

監事 １から２名 

第20条 代表、副代表、運営委員、および監事は、総会にて推薦にもとづく互選によ 

って選出する。その際、必要に応じて会長などの役職をおくことができるもの 

とする。また運営委員会は、必要に応じて委員を依嘱することができる。その場合、 

代表の承認を受ける。 

第21条 会長、代表、副代表、運営委員および監事は、総会によって承認された日か 

ら次の総会までを任期とする。 

第22条 運営委員会は本会の総会、例会を運営する機関であって、毎月ないし隔月 

に１回程度開かれる。 

第23条 運営委員会は、総会で決議された事業計画に則り、当面の事業方針その他、 

運営委員が必要と認めた事項について審議する。 

 

第4章 総会 
 

第24条 総会は本会の最高議決機関であって、毎年1回開かれる。ただし、会員総数 

の10分の1以上の会員から要求があったとき、または運営委員会が必要と認めて決 

議したときは臨時に総会を開かねばならない。 

第25条 総会は、次の事項を審議する。 

１．事業計画および予算 

２．事業報告および決算 

３．監査報告 
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４．役員の選出 

５．その他、総会が認めたこと。 

第26条 総会は、会員総数の10分の1以上の出席によって成立する。ただし委任によ 

る出席を認める。 

第27条 総会の議事は、規約の変更を除いて、出席会員の過半数で議決する。 

 

第5章 例会 
 

第28条 例会は本会の総会に準ずる決議機関であって、毎月ないし隔月に1回程度開 

かれる。 

第29条 例会は、総会で決議された事業計画に則り、当面の事業方針その他、運営委 

員会や例会が必要と認めた事項について審議する。 

 

第6章 会計 
 

第30条 本会の経費は会費、事業収入、および寄付金でまかなう。 

第31条 本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

第32条 会員の入会金500円、会費2000円とし、会費は前納を原則とする。 

第33条 賛助員は、入会金500円、賛助金1口1000円を2口以上納める。 

 

第７章 規約の変更 
 

第34条 この規約を変更するには、総会において出席者の3分の2以上の同意を得な 

ければならない。 

 

付則 

2009年8月29日 制定 

2010年9月25日 改訂 

2011年8月20日 改訂 

2012年9月 1日 改訂 

2013年6月 8日 改訂 
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７．2013 年度役員の推薦 

 

 

2013 年度 

親子の面会交流を実現する全国ネットワーク役員案 

 

 

会長   藤田尚寿（会社員） 

 

代表  鈴木裕子（会社員） 

 

副代表  橋本美知太郎（会社員） 

 

運営委員 秋庭 響 

大谷格司（会社員） 

笠原麻紀（会社員） 

神部進一（会社役員） 

斎藤雅敏（会社員） 

坂本智子（会社員） 

佐々木昇（会社員） 

佐藤凛子（会社員） 
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橋本友子 

平久保善之（会社員） 

平田晃久（会社員） 

村松一久（会社員） 

山崎友浩（会社員） 

吉浦貴司（会社員） 

   渡辺隆之（団体職員） 

 

監査   加太哲也（会社員） 

 

顧問  青木 聡（大正大学教授、臨床心理士） 

河邑 肇（大学教員） 

コリン P.A.ジョーンズ（大学教員） 
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８． 2013 年度活動方針案 

 

2012 年度の終盤、国境を越えた子どもの連れ去りについての国際条約「ハー

グ条約」への加盟が、衆議院、参議院で承認されました。 

2013 年度は、まず、「ハーグ条約」と国内法の整合性という点でも、「親子新

法」の制定に向けて、総力を挙げて臨みたいと思います。 

親子ネットの発足から約 5年、その活動の歴史の中で、今年は、「親子新法」

制定に向けた劇的な動きのある年になるととらえ機動的に対処していきます 

 

会の内側に向けては、活動の可視化により開かれた運営を目指します。そも

そも私が親子ネットに入ったきっかけは、会報作りに興味があったからで、こ

のところはブログも滞っていますが、書くことには比較的抵抗がないので、メ

ール等により、運営委員が現在何のために何をしているか等不定期でも配信し

ていきたいと思います。 

 

今回、初の女性代表となりますが、離婚や別居によって子どもに会えない(会

いにくい)当事者団体の代表が女性であることは、意外性もあり、また、この問

題は「男性対女性」の構図の問題ではないことをアピールしやすいと思います。

問題の本質や核心に触れる話ができる環境づくりに貢献したいと考えます。 

 

また、2012 年度から、NGO「日本リザルツ」に賛同していただき、リーフレッ

ト作成、配布までしていただき、これまで相互理解、協力体制を構築、維持し

てきました。私たちの活動や主張が、広く一般に受け入れられるには、企業や

活動分野の異なる NPO、NGO による、こうした協力が必要です。2013 年も「日本

リザルツ」との関係性を大切にしながら、企業へのアプローチ等も行っていき

たいと思います。 

 

活動において選択が必要な時には、親子ネット発足以来の歩みを紐解き、先

人たちの知恵と勇気を参考に決断していきたいと思います。 

また、自身の人間的な成長とともに、後進を育成し、親子ネットの会員の皆

様が、活動を通し、小さくても、充実感を得られる会にしていきたいと思いま

す。 

よろしくお願いいたします。 
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９． 2013 年度予算案 
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